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ヒメコマソの種子について

錦 木 啓 毅

: 蘭 昭 敏

I まえがき

近 工 ブナ 体の開発がすすみ,跡地更新についての樹種間題から,ヒメコ ッ 

かR り あ けられることとなつた。ヒメコマツはブナ 林地帯 に 成育 する$ 計葉樹で 

あり I 1つ用材と しての価値も高 く また'雪害に対しても 強い ものと考え られてい 

る。そこでヒメコマッの養首も二, 三の営林署で行われたが,発芽が悪く又義 

尚i方法 も 不明な点が多く 種了•の 取扱い等について も究明すべ き点が多 くあると 

考えられる。ヒメコマッの聞子については, 木多流朴学,朝ﾡ総督府林業試験 

「”,その他二,三報告されているが,ﾡ林上必要な事として種子の押取功 

税及び精選等も考えられるので, ヒメコ ッの林分について調在の時に作らL 
た資料•を ここ に儿 の一例として報告しておく こと ・する。

II ヒメコマ ッ種子採取地の概況

( 1) 採 収 場 所

I 形県南盤暖郡王庭村大学字ル学浅伝国行林,米沢ﾡ営Iて朴班内 

旧上林班に接続す る :北バル プ会社林

( 2 )地質・ 土壌について ・

地ﾡは第 3 紀届に ﾡ し逃岩は砂岩 と 頁岩の柄, 峯通 り に 一部石災超画対が 

祀め られ る特殊地質の樣であ る。

土ﾡは北乃増 土でA 層は 一般に薄く,腐植 ﾡに 乏しく 7を合んでい 

る。

(引) 気象について

当地域の 気象 については 王 ﾡ小校ﾡ測の mini i 年か ら 13 年迄の 資料があ る 

のみである。特殊山間部であので米沢市ﾡ測の ものと対照してみた。これか、 

ら,見ると気温において同4で約13c低く ,降水では約105mm～Gomm多く ,
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積にぷいて も 月平均ラ0〜9Ocm の相があ り 冷 多門の地点Cあ うこと か 

わかる。

(4) 結 実 状 況

ダ 象 観 測 資 料 王ﾡ ・ 米沢

°C
気 過 1 月 3 1 5 7 9 11 全 年 平 年

昭 和 
11 - 3.9 •1.5 12.8 22.2 21.0 6.8 9.G 1

王 12 -1.5 0.9 12.9 23.8 18.3 7.1 10.1
1 —3.3 1.7 ・一 6.4 —

mm
路水 O2 2 Pcm

昭 年 
11

(315) 
556.6

(340)
212.1 92.4 108.3 171.3 137.3 2436.5

庭

(140) 
225.7 

・ 235)
(80>

129.4
(220)

149.3 231.8 112.2 152.5 2034.1

13 335.8 79.5 •— 二 152.6 —

気通
昭年

11 - 3.5 —0.9 14.3 23.1 22 0 7.7 10.5 11.0
12 —0.5 1.9 14.2 25.0 19.5 7.9 11.1

13 - 2.6 2.8 16.2 23.5 19.9 7.2 11.0 11 0

平年 -1.7 ○ 1 14.9 24.0 20.4 7.4

m m 
降水電 ( 深 商 S ) C m
璃 年

(234) 
113.1 
(3う5)

156.6
(162)

11
(260)
491.9 74.9 76.5 137.2 76.6 1793.4 1439.0

115.9 253.0 108.2 128.7 1939.4 1439.0

沢 13 75-0 66.1 186.9 73.5 93.0 1831.3 1439.0
平 年 201.5 115.5 73.4 147.1 142.0 114.0

昭和29年度の結実状況は「やや凶」ということである。

(ラ) ﾡ丁・杯取年月H
昭 和 29年9月14日

I 母樹と着果量及び成立地について

(1) 母樹とﾡ県量

種田樹り本につき調し,〔述県取量との関係を炎示してみた。

第 i ヒメ コツ供樹調査式

成立環境によ り異なるが, 太径木 (特に樹点の大なる もの)に従つて日果が多 

故に附着する傾向があ る 様に思はれる。※母樹・に.2,9,の如く母樹の測定価は 

比骸的大なる% ﾡ県量は少く ・ ー般に 成立環境に よ り右される ものである。

(2)母樹の形ﾡ及び成立地状

母樹..1 は週辺成立樹中の優勢木で樹幹通直,枝条元は最も多く, 樹ﾡの 

九ン: は正常で隣接木との統令はない。樹商成長は直径成長にべやや週いもの 

とみられ,うらごけの木と考えられる。生長錐によ り調杏すると年輪幅は大体 

14間 に 8mm 前後の生育 を なし てい る部分«あつた。

地形は様高 450m の峯通 り 風1地,坐幅はなしiOm前後で南西及び北に3 
次の急:外をなしている。

下木は ミズナラ, イクヤカエデ, キハグ, ブナ, クリ, コシブラノキ等の 

広ﾡ樹が流木ﾡに約4m弱の耐高でﾡ生し, 共の仙ム シカリ, クロモジ,カエ 

デ, ヤマッッジ, ミャガズミ, ンサク, イヌッゲ等の乾性植物が見受け 

られる。

号 成 立 地 削 令
1^!： 
直径

ﾡ高下高じ形判(号)バ 備考

年 cm m ID m k.gl
8.19ラNo.1 米無稲営区17ュ 130～ 140 50.7 17.3 5.7 7.0 34.1

同 : 80- 90 25.2 14.1 5.9 3.4 56.0 0.190

3 東北パルプ公社 
所 有 祝： 60～ 70 27.3 10.9 6.7 2.1 39.9 6.960

1
4 同 上 60～ 70 16.0 10.0 1.5 2.5 62.5 1.015'
5 同 : 60～ 70 17.5 10.5 2.5 2.0 60.0 1.945
6 同 上 60～ 70 33.5 14.2 3.0 3.5 42.4 2.785
7 同 上 60～ 70 27.0 9.0 3.5 3.0 33.3 1.300

8 円 L 50～ 60 14.8 9.5 2.0 1.2 64.2 0.795
9 口 : 50～ 60 23.3 12.1 3.4 2.4 51.9 0.235

雑 7.335
本 分

-3-



田樹・ベ・ う 以下は昭行27年に ブ カ マ ツ を植裁した造林地に上木とこて球立せ 

る ものでありNo. 3 〜No. 5の地形は級科山中の丘陵地である。特にぶo.う 
•は孤立木状態であるが枝下なは他武と比較して大である。

母市No.G は中取に成立し,団地をなして林はやや極明 伏態 をしていた。

母樹 No.7は 山度の凹地に 成立す るﾡ立木で協幹ﾡ段,武ﾡの 発達やや 不格 

形で直径に比べ樹高が低い。

母樹No.8 9.は北ばのM斜画に成立し, 他と比戦して直射光が少い採 

であつた。

(3)母種とﾡ県の形について

老令の 優勢木に 生 して い るﾡ県は 一殺に 早熟である 様に 思はれ る。

樹冠正常で形率(-)c0%代の ものか ら採取せる強果及び種子は当資料に 

かいては済一である校に恩はれた。樹型が貧弱な場合はﾡ県が一般に小ミ く不

一である。北面に成立し都際状態のものはﾡ燥の成業ﾡが運い。

(4) 樹冠部位及び右位によ る着県量

樹冠上部と下部によ る毬果の附着血は明儷でない。・県は大様. 桜上に 

附ﾡし, 幼令木であると樹ﾡの"4以上の上部に多く ・ 老令木の場合は樹商 も7i 
く 受光量 も 多い為か下方はに も附みする量が多 ミ なる傾向か見受け られた。

位別では北東面には少く南西画に 多 く 附着している樣にみ う け られた。( 

し北東面に傾斜せ る場合のけ樹にかいては不明であ る。

W 迖果の一般的形態について

毬果の形態については種 "の女献があ るが参考の為. 「邦産松柏現図説 一 よ 

り抄述すると次の如し。

「彼忠は卵と乃至やや長い卵状格円形,柄は無く 枝に略々面角 につ く。初め 

は淡緑色を程するが成熟後は淡褐色となる。長さ 7.ラem番3.5em ,開製すれ 

ばccm とななる。ﾡﾡはﾡ県の央部のものは倒卵情円形・ 乃至短形状他円形, 

内面のﾡ状部は幡狭く外面先端に黒色のﾡがある。外部にﾡ出する市分は初め 

は決総色, 成数後は淡ﾡ当,他は内外面ともﾡ県ﾡ色,鶴県市央部のﾡ善は長 

さ うcm幅2cm世ﾡは頭ﾡ及びﾡ了にせられて不修形をなし長さ 6mm」と 

ある。

ﾡﾡ県は数ポ枝に附着して落ちす, 色彩は黒褐色を程している。

( 1) 採取磅果の測定;他について

採取ﾡ県中よ り・面毎に 3 ヶ任意抽出しその長径,直径 (半開製を も含む) 

ﾡ数を測定 した結果は次の通 り であ る。

これからみる と毬果- - ヶ 当項ﾡの靴燥前と靴ﾡ後に 相当 の盖を 小し, メを異

数からも業ば合が異つていなことが分る。前直径が北戦的過人価であるのは 

半開裂状のものを含めたからである。

5 2 表 標 ボ 仕 果 の 測 定 価L

最 大 値 I 派小価 平 均 位 関i 2興係み

cm
・ 果 長 径 8.9 5.3 6.8士0.37 0.92 13.53

・ 果 短 f
位

5.8 3.6 4.4士0.26 0.64 14.55

・果1 ケ“いW!子3 数 62 19 33土4.06 10.04 30.42

・ T T量 Ci燃j)
g

48.5 15.8 27.1±3.38 8.37 30.89

円 上 Cを徴)
g

35.9 12.0 17.4士2.02 4.99 28.69

毬果の乾原に と も なう自の開門運通は ・ f通域大直径部がく以後上部に 

及ぶ様であつた。

V ・県の生産品と功W
冊前別のﾡ県産ﾡと共の純N座合, 乾原期間については次の通 りてある。

第 3 表 円樹別, 徒果乾燥,精避記録

型 
別

・果 m W 団 F 重量 毬果及び種子 の 力： 品 步 合

A I B
生 ﾡ 果明前

C D 
* ﾡ 後

ﾡ*100 A --B
ス *100 ﾡ*1c0 D

司 * 100
Ng ド. C g

1 8.195 5.657 742 719
o* 0.190 0.131 20 15
3 6.960 4.595 803 768
4 1.015 0.693 106 9つ

5 1.945 1.350 224 2,5
6 2.785 1.852 305 295

7 1.300 0.897 140 128

8 0.795 0.535 77 65
9 0.235 0.155 31 20

69.03
689.95
66.02

68.28

69.41
66.50
69.00
67.30」

65.96

30.97

31.05,

33.98
31.72

30.59

33.50
31.00
32.70
34.04

8.
7
 
1

9

5
 

8
 
1
5
.
 

。 
9
 
8
 
8

12.71

11.45
16.71

13.71
15.93

15.93

14.27

12.15
12.90

ー・う-

平均 2.602 1.763 272 285'
1

67.67 32.24 9.92 14.63



行テ用 日

M 考
第 1 第2 第3
万 日 万 日 万 11

10. 27 10. 30 11.2 淡銀色

10. 22 10. 27 グ

10. 27 10. 30 11. 2 帯報色

10. 22 10. 27 ジ色

10. 22 10. 27 談色

10. 22 10. 27 /

10. 22 10. 27 /

1o. 22 10. 27

10. 27 10. 30 11.2 帯色

これがら延果の含有木分;.

{ (サーピ*100) } が34%のものはう0 

%台のものよ り乾ﾡ期にかいてラ ii〜 

7 日間つ「テれ」がある様である。種子 

の脱離開始期は生伏県に対する乾な後の 

ﾡ県重ﾡが65%前後に な る P度 全で# 

煤を行つた頃合が適当であ る。

所要精選種子に対する程果探取駅の目 

安交は4ﾡ県に対する精選種工重,9.9 
%によ り そ算出することが出来る。

( 2 )母樹 1本当り の〔果押取元

第 3だに より, 母樹 1 本 当り の 平均パ 

県取ﾡを表示した。

第4 表 母樹1本当りのモ取 品

母剛本数 ・興 (1本当りう ・選 ク ネ (1本当り w9
C本 容 星 型 容 品

試果に対する 割 台 
品2% i 容町る 1/当m量

9
kg

2.602
貰

0.692

i 
4.730 

升 
2.627

g 
258 
勿 
69

7
0.473 

升
0.262

9.9 10.0
g 

564
勿

146

これからみて,母樹に よ り齋果吊: に大差があ るが大ホ, ・間では 5 1,種
にして其のi0分の 1 容積であつた。

(3) 1日人当りの杯取功程

・果県の採県功ﾡは結果状況,樹の距離,地形,不取力法, 冊樹の形態, 

取者の技能に より異なるら , ヒメコツの場合は特に地形と母樹間の距離に 

支配された。

今 当個所 に 於け る 麻集功程 を 示す と 次の如 く である。

第5 毬果 探 集 功 程 (1人当り)

出 量 容 :
・果県1kg. 1貴当り 
ﾡ 第 工 ﾡ り

〔果11. 1当り 
抹 工 ﾡ う 考

kg 人 入
5.126 9.319 0.195 0.107

彼 卜 A 人
1.364 5.177 0.733 0.193

「.、結 にリ、況が「や ゝ 凶-」であるる,求せる樹木が少く ・ 従つて上英には 

街 の選定時間が合 まれてい る。労路者の就業時間は 8 時間 と した。

1 精選について

ヒ * マッ ﾡ丁:風ﾡに よ る場合「シィナ」が良種子中に 入る 率が多い。第 

か ら も選前と 風ﾡ後の重 死差が快小でその步 合 は”% であ ることからも 

わも・ る, 「シィ ナ」と 充実種子の混 入歩合を知る 日的で水選に よ り浮遊種子 と 

減団子を頑別 した。

ﾡ聞子の北ﾡを計る為,水と ル コールのG:1 の合液を使用した。 

(T0.078)

ヒ メコ マッ林i了 •水選 記録

.Eli! 「「こ 円T品 高数合 n電歩合

3 0 分 イ 11 1.3 0.9 1.3

2 後 48 4.5 4. 1 4.3
う " 83 8.5 7.2 8.1

・ ・ 62 6.6 5.4 6.3

ぬ 9.5 7.6 9.1
1 2 ・ 570 55.5 49.2 53.1

=1. 862 85.9 74.4 82.2

F 广 296 18.6 25.6 17.8

.. 1153 104.5 100.0 100.0

i 仙用液に ﾡ「を入れか くはん した後, 北派所岩新切時間内に沈んだ も 

のをnり, 類別しておいたものGIIiは気純北ﾡで炎示したものである 

二れからいて,贝選睡子中に於ける シ ィナの入歩合は粒数-で25%, 重量比 

c18% 行 後であった。 撮所要時間を12時川に打切 りにしたのは,それ以後に 

るものがな く IL>遊せるものを切断した際すべてシ f ナであつたから 

Cある。

従つてI場に播種する場合はッル コール,混合液より も24時間前後の水選に 

つたが 行 刊であちう。

I 種子数量一覧表

当在料からのヒメコ ・ッ種子・災測価を,女献より抄述した同種数価, 及び他
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種と対してみた。

第7ﾡ 種 子,鑑定 換気 表

1 当b|1 当り 1託 当り 1 1 商 r の
ルt -- i

粒数面量(必)数
- 7- 予; 大 丁 さnkcグ).数中c) 2 ご,

1リリ メノ

982 
(262>5270

546 1.81 C7.0- 11.0)
※^マ

* / 9500 (145)9700 (1.01) - (5.8-7.1)
935 519 1.93

9300 (249)5160 (138)10000 (I.07) — iii拠 3
8253 1.091 4595 6057577 1.653 56.4 15* 7 1)村( 

第 8 号
チョウセ 
ンーマツ

965 535 1.87
2000 (257) 111() (143) 2100 (1.04) ・ -→ ーー 歯知提

1958 -1088 — —— — — (I2～8) 
(9-18)

ilか:村:ずじ 
5 8ラ
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•佐 双： 英 犬:北大油子報告12の2 (1912)
工藤 祐 舜,正 宗 感敬: 11本有 用樹木分頭学

お 多 静 バ:木多述学各論,針卜戦木ﾡ

坂 II 勝 :Yr 歯

常 森パ 局： 出 畑 提 (1949)
※印は当資料よ りの数価

掃 載, 数値は全て平 均値 を 示す

上からヒ メ コッﾡ丁に於いて1 当りの粒放は「苗畑提要」の数価に 

く ・ ﾡﾡ絡督府林業武験場 i 8号の沢 田 利代 犬の 種子 & 定 久力、ら かて 種子 り 

大きさ は比核的小粒であ る と思われ る。

VEI結 言

ヒメコッ 種子収地である米沢経営区I7林既め小班辻, ヒメコーッ89%,
カマッ11 %の混治 步合で純林に 近 い 験相 を 程 し,東北パルプ 会社 体;こ 於いて 

も, 気象,地質, 土壌面から, 特殊性を帯びているものと考えられる。従って 

ﾡ県の取量及び集功科は当地域に必け る数値であって,普編性は認め らt 
ないが參考までに示した。

徒果の採取に当り果実の新Mの判別は天候状況により困難であつた。

役果の乾悦 日数は共の採取時の 成熟度合に 上 り異なるが, 約50ii間であり, 

気乾状態に おけ る合有水分重比 ラ %の相述によ り種丁の脱離に 1運前後の

「ナれ」があつた。

試選されただけの種子では重比で20%前後のシイナが含まれてお り,同場 

播踵の場合は水選された ものを 使用する 方がま主しいと思われた。

以上の結果は採取地の相違及び生物の変異性により或る程度の変則は充分予 

ﾡされるもの と思われる。

ﾡ今後究明すべきものとして種了の発挙促進の問ﾡ等が残されてお り ・ 是に 

関しては試験中であ り 今後の成県を行つものである。
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ヒメコツ母樹相 共の一 

(米沢経営区I7預E内)

ヒメコマッ門樹相 共の二 

(米沢経はLXI7予内)

Lメコツ〔の附ﾡ状況
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